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1976 年のバイキング１号による火星電離層の観測では火星電離層のプラズマ圧は平均的な太陽風動圧より小さ

かった。このことから火星の電離層が太陽風動圧を支えるためには少なくとも 30 nT から 40 nT の磁場が存在する

と考えられてきたがバイキングの観測では磁場の観測をしていないので、はっきりした事はわからなかった。1997

年に MGS 衛星によって火星電離層内の磁場観測が行われた。その観測によると火星の固有磁場はほとんどないが局

所的な地殻起源磁場の存在が明らかになった。 

本研究ではバイキング１号の観測について、地殻起源磁場の影響と太陽風磁場の影響を考慮にいれて火星電離

層と太陽風の圧力平衡について考察した。地殻起源磁場の影響を調べるために MGS 衛星の磁場データを使って球関

数を展開して３次元の地殻起源磁場モデルを作りバイキングの観測と比較した。その結果バイキング１号の観測に

ついては、地殻起源磁場の影響はほとんどないことが分かった。次に詳細な電離層のモデルを考慮にいれた２次元

の MHD シミュレーションを行って、太陽風磁場の電離層内への侵入について考察した。その結果太陽風動圧が大き

い時サブソーラー付近で電離層に磁場が侵入し水平方向にプラズマと共に輸送され、バイキング 1号の観測があっ

た太陽天頂角 44°付近まで輸送され、太陽風の動圧を支えていることが分かった。 

また２次元の MHD シミュレーションでは磁場が面に対して垂直にしかならないので、磁場の張力が効く夜側の

領域ではシミュレーションできない。そのため非構造格子を用いた３次元の MHD シミュレーションコードの開発を

して夜側の電離層の磁場やプラズマの構造を研究している。その初期結果について報告する。 

 

 


